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今回は2750地区ロータリークラブの急ぎのお知らせ（2つ）
並びに職業奉仕セミナーにつきご紹介していきます。

第14回 韓日親善会議（9/23・土）に参加しましょう！

猿渡ガバナーも「2750地区内でこ
の1人1本を達成したい」との想いを
強くお持ちです。まずはご自身で1
本植樹を済ませたとお聞きしていま
す。
この活動は地域社会奉仕活動そのも
のと考えられます。自分の住む地域、
働く地域、ロータリークラブのある
地域において植樹を考えてみて下さ
い。

日韓親善会議は30年前からスタートし
ています。2年に1度両国で交互に開催を
して来ています。
日韓は政治的にも感情的にも軋轢があり
ます。しかし隣国であり歴史的にもお互
い影響をしあって時を重ねて来ています。
本当の友好を結ぶものは同じ価値観を共
有しているもの同志です。
その意味でロータリー精神に基づく交流
は本物のはずです。
ここ数年、女子プロゴルフ会は日本も世
界も韓国勢が席巻しています。嫌らしい
程強いです。日本選手も学んで欲しいで
す。また、日本ではここ数ヶ月セクシー
クイーンと言われるアン・シネ選手で大
フィーバーがおきています。これも良い
ことと思います。

イアン・ライズリーRI会長は
「ロータリーは環境保全の為の活動に
眼を向けるべきであります。
まずは2018年4月22日の「アース
デー」までにロータリアン1人1本の植
樹をお願いしたい。これにより環境に
良い影響があり、また私達が頼る地球
そのものを救う責任がロータリーにあ
ると、私達が気付くことになると思
う」と仰っています。

第14回、韓日親善会議の日本側の座長
は、私達2750地区パストガバナーであ
られる東京銀座RCの市川伊三夫様です。
市川パストガバナーより2750地区では
100名超のロータリアンの参加を期待さ
れています。
また、韓国側座長は元RI理事であられる
蔡煕秉様です。蔡様からはアジアの中心
になるべく両国の友好を深めるため、熱
の入った準備をしているとご報告を頂い
ています。
ロータリーの基本である「4つのテス
ト」実践の為にも韓日親善会議に出席し、
アン・シネフィーバー以上に盛り上げま
しょう！（日本ではこの会議を通称日韓
親善会議と呼んでいますが今回は韓国開
催なので韓日親善会議と呼びます。）

地球環境を守る為1人1本の植樹をしましょう！！



編集後記
2回目の「奉仕のかわら版」いかがでしたでしょうか？

ご意見、お問い合わせ、情報のご提供なんでも構いません。
お寄せ頂ければ幸いです。

奉仕プログラム委員会 齋木修次：info@delight-pensions.co.jp

基本はまず個人です。そして、その気
持を寄せ合ってクラブの奉仕活動へと
盛り上げて頂ければ幸いです。
奉仕プログラム委員会では植樹の情報
をご提供していきます。
①日本は世界でも緑の豊かな国です。
しかしながら東日本大震災にて大打撃
を受けた海岸沿いの海岸林はまだまだ
復興していません。この復興なしには
町の復興はあり得ないのです。なぜな
ら海岸林が農作物の塩害を防止してい
るからです。

②もう数十年前より花粉症と闘ってい
る人も多いと思います。スギ花粉です
ね。
東京近郊はこのスギ花粉の生産地みた
いなスギ林が多いです。
これを花粉の少ない森づくりの為の植
樹運動もあるようです。①、②共に詳
しくは次号以降にてご案内させて頂き
ます。また皆様からの情報も頂ければ
幸いです。

職業奉仕セミナー10/30（月）開催します。

前回の訂正とお詫び
前回のかわら版で誤った表記をした部分がありました。

訂正しお詫びを申し上げます。
・カンボジア教育支援プロジェクト→カンボジア教師育成支援プロジェクト
・東京多摩せいせきロータリー衛生クラブ→東京多摩せいせきロータリー衛星クラブ
・空飛ぶ椅子プロジェクト→空飛ぶ車椅子プロジェクト
・RBGを支援するプロジェクト中の「平均定命54歳」 → 「平均寿命58歳」
問合せ先 熊谷春水氏 → 東京中央RC 金森秀晃氏 Kanamori@f-zac.com

職業奉仕はロータリーの金看板です。
これこそロータリーがロータリーであ
る由縁であるとも言えるはずです。し
かしながら様々な解釈もあることで非
常に難しい概念となっています。
今回のセミナーはこれを解決して行

くものではありませんが、ロータリア
ンとして知っておくべき事項の整理と
展望にお役に立てるものにしたいと考
えています。

具体的には
①ロータリーにおける職業奉仕の歴史
を顧みて、先人の想いを学ぶ。

②職業奉仕で語られる論点について整
理をする。
これらの事で皆様の頭の整理をして頂
きたいと考えています。
また、地区パストガバナーの基調講演
により具体的ヒントも獲得して頂ける
と思っています。
このような内容を準備していますので、
クラブの会長・幹事・職業奉仕委員の
メンバーはもとより、今後クラブの幹
部候補になる方にも是非ご参加頂きた
いと願っています。
時間、場所は決定しだいご案内申し上
げます。

mailto:Kanamori@f-zac.com

